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保 健 福 祉 部

1．新規事業
①障がい福祉計画策定事業 （予算額　967千円）

②臨時福祉給付金給付事業 （予算額　515,868千円）

２．拡充事業
①高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画策定事業 （予算額　3,154千円）

②市民後見推進事業 （予算額　3,607千円）

③地域密着型サービス整備事業 （予算額　102,000千円）

④地域包括支援センター運営事業 （予算額　97,990千円）

３．その他の事業

①習志野市市民協働こども発達支援推進協議会 （予算額　245千円）

平成２６年度　主要事業について（保健福祉部）

後見人を必要とする市民を地域で支える取り組みとして、市民後見人養成講座を
開催する。

高齢者保健福祉計画・第５期介護保険事業計画に基づく地域密着型サービスの整
備を行う。

ひまわり発達相談センターの運営に関する外部評価及び発達支援施策の推進に関
する計画策定等を行う。

市内５つの地域包括支援センターに対し、第三者評価を実施し、センターの相談
体制の充実と機能の強化を図る。

平成２６年４月からの消費税率の引き上げに際し、低所得者に与える負担の影響
に鑑み、低所得者に対する適切な配慮を行うため、暫定的・臨時的な措置として
給付金を給付する。

平成２７年度から３カ年にわたる障害福祉サービス等に関する数値目標を定めた
「第４期障がい福祉計画」の策定を行う。併せて、「第３期障がい者基本計画」
の改訂版を策定する。

平成２５年度に実施したアンケート結果を分析し、平成２７年度から平成２９年
度までを計画期間とした高齢者保健福祉計画及び第６期介護保険事業計画の策定
を行う。


